
岩沼市認知症高齢者等 

位置探索システム機器貸与事業 

（小型ＧＰＳの貸与） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：岩沼市介護福祉課高齢者活躍支援係  

〒989-2427 

岩沼市里の杜 3 丁目４－１５ 

岩沼市総合福祉センター内 

電話：２４－３０１６ 

大切なご家族の不慮の事故を未然に 

防ぎ、介護されているご家族の心身の 

ご負担が少しでも軽くなればと思います。

ぜひお気軽にご利用・ご相談ください。 

万が一ご家族が行方不明になった際、早期発

見・早期保護のために、対象者の情報を事前に

登録しておくことで、警察や地域包括支援セン

ターと情報が共有されるほか、捜索協力のメー

ル配信などもご利用することができます。 

対象者：市内に住む認知症（疑いも含む）の方  

持ち物：印鑑、対象者の顔写真（写真は返却で

きません。） 

申請者：認知症高齢者等を介護する家族など 

申請窓口：介護福祉課（総合福祉センター内） 

１． 警察へ通報（１１０番） 

２． 捜索協力メールの配信を希望する場合は  

介護福祉課へ連絡 

⚫ 平日８時３０分～１7時 

☎ 0223-24-3016（介護福祉課） 

⚫ 平日 17 時～19 時・土日祝８時３０分～19 時 

☎ 0223-22-1111 （警備室） 

岩沼市認知症高齢者等見守りネットワーク事業

（iあい メール） 

 

万が一行方不明になった場合のご家族の対応 

 

戻ってこられるかな？ 

最近心配になってきたな・・・を支援

を支援します。 

ご利用してみませんか？ 

 

http://3.bp.blogspot.com/-RXtO68jwci4/VuI93lVwWjI/AAAAAAAA4us/66gH32IK32gDnjBmkaoWXIy5Y_tcAmVsw/s800/roujin_family.png


【利用対象者】 

 市内に居住し、概ね 40 歳以上の行方不明
になる可能性ある方（在宅生活の方が対象） 

 
 
 
 

【利用者負担】 

●登録された対象者が行方不明になった場合  
             （全て税別）     

①位置情報提供料金 

インターネット 

（アプリ）で確認 

月２回まで無料 

3 回目以降 

100 円/回 

電 話 

（オペレータ応答） 

200 円/回 

②現場急行料金 10,000 円/回 

 
●本体を紛失・破損された場合 

10,000 円（税別）/台 
 

●バッテリー交換（1 年 6 ヶ月毎） 

2,100 円/台（税別・送料込） 
 
※基本料金、加入料金及び本体（充電器込） 
 のレンタル料金は市負担となります。 
 
 
 
 

 
【利用までの流れ】 
 

１．申 請 （介護福祉課窓口）  
（申請はご家族のほか、担当のケアマネジャー 

も可能です。） 

 

①申請書を記入します。 
（申請書等は、窓口に設置しております。） 

②市の担当者が対象の方の生活状況などを
聞き取りします。 
（所要時間は、15 分程度です） 

 

 

２．利用決定 
申請者へ決定通知書が届きます。 
 

 
３．登録手続き  

介護福祉課に以下の書類を提出してくだ
さい。 
 

①機器貸与契約書 

②セコム株式会社への登録申込書 

③預金口座振替依頼書 

 

４．機器の貸与・利用開始 

セコム株式会社から介護福祉課に機器が
届き次第、申請者にご連絡します。 

 

 

 

 

 

 

毎月発行中「つながレター」より 

 

 

 

外に出て行ってしまう 

屋外をさまよい歩たり 

帰り道がわからなくなる事がある 

それはどうして？ 

本人は、ただ歩き回っているわけではないようです。

本人なりの目的や理由があり、行動していると考えら

れています。 

○まだ仕事をしていると思って会社に行こうと

する方もいます 

○自宅にいるのですが、家に帰ろうとする 

行動がある方も・・・ 

目的があり、心が動き、出かけてしまいます 

しばらく歩くと、その目的もわからなく 

なり、自分のいる場所もわからなくなって 

しまうため、家族にとっては困りごとに。 

事故にあったり、身の危険もある行動ですが 

○外に出て行く行動をなくすのは難しく 

ひとりひとり思いや行動が違うため 

 対応方法もその人に合わせた工夫が必要 

になります。 

 ＊家族・地域の見守りに加えて、見守りの 

  サービスの検討は一つ安心が増える事に！ 

 安心はたくさんあった方がいいですよね 

 

 

 

認知症の困りごとの種（徘徊） 
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